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血漿のコレステロールと遊離アミノ酸レペルにおよぼすコレステロールと

コール酸の影響
郡山女子大家政○水野　時子、山田　幸二

(目的)ラットは他の動物に比べ高コレステロール血症が誘発されにくいため、食餌因子
による血漿コレステロールの応答を判定するため、少量のコレステロールとコール酸の組

み合わせ添加飼料での検討例が多い。演者らは、米飼料、カゼイン飼料、分離大豆タンパ

ク質飼料にコレステロールとコール酸の組み合わせ添加で血漿コレステロールレベルは上

昇し、血漿遊離アミノ静汐－ンの特異的変動がみられ、特にスレオニンレベルがードす

るとを附告したまたのような現象は低タパク皿あるとも明

らかにした。そこで、本研究はラットの血漿のコレステロールと遡雛アミノ酸、肝臓の遊

離アミノ酸におよぼすコレステロール、コール酸、スレオニンの影響を検討した。

(方法)実験動物は4週齢で体重約lOOgのWistar系雄ラットを各群５頭用いた。実験１は

10％カゼイン飼料を対照群とし、コレステロール(Choi)添加群、コール酸ナトリウム(SO
ma群、Choi十^添群の４群、実験２は10％カゼイン群、choi添咄、Choi十スレオニ

ン(Thr)添加群、Choi十sc添加群、Choi十sc十Thr添加群の5群をそれぞれ設けた。飼料

と水を自由に摂取させ３週間飼育し、血製と肝臓の脂質成分と遊離アミノ酸を分析した。

(結果)血漿と肝臓のChoiレベルはsc添加では変わらないが、ChoiまたはChoiとscの組み

合わせ添加で上昇した。血製遊離必須アミノ酸総量はChoiやsc添加で有意に低下し、特に

Thrレベルの低下が顕著であった。このような変化は肝臓に比べ血漿で顕著であった。
ChoiまたはChoiとscの組み合わせ添加飼料にThr 添加により血漿と肝臓のThrレベルは上

昇したが、血靴hoiレベルは変わらなかった。
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　目的: Si脂血症や高血圧症の予防や改善を目的として。各種油脂が血中コレステロール

や血圧に及ぼす影響をこれまで検討してきた。近年，多価不飽和脂肪酸，･特にn-3系脂肪

酸の生理活性が明らかにされ，大きく注目を浴びている。そこで多｡価不飽和脂肪酸を含む

各種の油脂を用いて血中及び肝脂質への彫響を検討した。

　方法：生後４週令のso系雄ラットを約２週間予備飼育後，初体重196gの時各群６頭ずつ

６群に分けた。飼料は，脂質源としてラードAQ%を添加した対照飼料，これにコレステロ

ール・胆汁酸塩を加えたコレステa ール飼料，コレステロール飼料のラードをサフラワー

油. Si合コメ油（コメ油７：サフラワー油3 ）.魚油，エゴマ油に置換した４種の実験飼料

とした。実験期間は20日間とした。実験終了後，約８時間絶食させ，腹部大動脈穿刺によ

り採血，解剖した。実験期間中及び実験終了時の血中脂質及び肝臓中脂質を測定した。

　結果：実験期間中の飼料摂取量は対照飼料群に比べ魚油群では少なかったが，体重増加

量には各群間の有意差は認められなかった。実験開始時の血中総コレステa ールは平均84

㎎／di．トリグリセリドは平均85mg／遼であった。血中総コレステロールは対照群に比し

コレステa ール群で著しく上昇したが，サフラワー油，調合コメ油，魚油では明らかに上

昇は抑制された。エゴマ油は低下傾向を示した。血中トリグリセリドはエゴマ油群では著

しく低下した。肝臓中のコレステロール・トリグリセリド量は，対照群に比ベコレステロ

ール飼料群で著しく増加した。肝コレステロール量は油脂による差は無かったが，トリグ

リセリドはエゴマ油・魚油群で低下の傾向であった。
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